
令和３年度「志」特別選抜 入試問題『出題の意図・評価ポイント』 
 

ᩥ⣔ ᶍᨃㅮ⩏・ࣞポ࣮ト 
 
 
ͤ㸯 ࡇの『出題の意図・評価ポイント』࡚࠸ࡘの㉁問㸪↷୍ࡣษᅇ⟅ࠋࢇࡏࡲࡋ 
ͤ㸰 㓄Ⅼ⋡ࡣ入試問題グ㍕ࠋࡍࡲࡾ࠶࡚ࡋ 
 
࠙出題の意図・評価ポイントࠚ  
 Ꮫ࡛ㅮ⩏ࡿࡅཷࢆ≧ἣࢆᐃࡋ㸪ࡑのㅮ⩏ࡅཷࢆ㌟࡛⪺ࡁὶࡍの࡛ࡃ࡞ࡣ㸪✚ᴟⓗ⌮ゎࡋ㸪

Ⓨᒎⓗ࡞Ꮫಟࡿࡍࢆᇶᮏⓗ㈨㉁ࢆࡇࡿࡣࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ 
ලయⓗࡣ㸪ㅮ⩏のෆᐜࢆṇ☜ࡾྲྀࡁ⫈㸪࣓ࣔࡿྲྀࢆຊࡑのෆᐜの⌮ゎ度ࡓࡲࠋࡿ ࢆ㸪

ㅮ⩏࡛ࡇࡿࡅཷࢆᾋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡃ࡛ࢇⓎᒎⓗ࡞問࠸㛵ࡿࡍ㈨ᩱࢆㄞࡳ㸪」ྜⓗ࡞ศᯒࢆ

 ࠋࡿࡍ評価ࢆຊࡿࡍ⌧⾲☜Ꮠᩘの୰࡛㸪ⓗࡓࢀࡽࡵỴ࡚ࡋࡑຊ㸪ุ᩿ࡸᛮ⪃ຊ࠺⾜
 
問㸯  
 ㅮ⩏の୰࡛㔜せ࡞ሗࢆⓗ☜ࡿࡍࢆ࣓ࣔຊࠋࡿ ࢆ 
 
問㸰  

SDGs の᪥ᮏのྲྀࡳ⤌ࡾᑐࡿࡍ評価㛵ࡿࡍ㈨ᩱᶍᨃㅮ⩏࡛ㄝ᫂ࡓࢀࡉሗࢆ㛵㐃ࡏࡉ

  ࠋࡿ ࢆຊ⌧⾲ࡿࡍㄝ᫂☜㸪ไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ⓗࡋᐹ⪄ࢆ⏤⌮のࡑ㸪࡛ࡇࡿ
 
問３  
 ㅮ⩏の୰࡛♧ࡓࢀࡉ㸪「࢝ࣜࣇの⤯ᑐⓗ㈋ᅔ」のᐇࢱ࣮ࢹࡍ♧ࢆ㛵࡚ࡋ㸪ࡑの⌮⏤ࢆ㸪

᪂࠸ࡋ 2  ࠋࡿ ࢆຊ⌧⾲ࡿࡍㄝ᫂☜㸪ไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ⓗࡋᐹ⪄࡚ࡅ㛵㐃࡙の㈨ᩱࡘ
 
問㸲 
 ㅮ⩏࡛ྲྀࢇࡉࢱࣞࢢࡓࡆୖࡾのάືのලయࢆ㸪ⱥᩥの₇ㄝの㈨ᩱ࡚ࡋᥦ♧ࡋ㸪ࡑの⌮ゎ度

 ࠋࡿ ࢆຊࡿࡍ⌧⾲᪥ᮏㄒ࡛
 
問㸳 
 ㅮ⩏࡛ㄝ᫂ࡓࢀࡉ㸪「ࢫࢿࢪࣅࣝࣕࢩ࣮ࢯ」㛵࡚ࡋ㸪ࡑの特ᚩࢆලయⓗࣟࢡࢽࣘ」࡞の♫

㈉⊩άື」のẚ㍑࡚ࡋ⪃ᐹࡋ㸪ไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ⓗ☜ㄝ᫂ࡿࡍ⾲⌧ຊࠋࡿ ࢆ 
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ᩥ⣔ ⥲ྜ問題Ϩ 
 
 
ͤ㸯 ࡇの『出題の意図・評価ポイント』࡚࠸ࡘの㉁問㸪↷୍ࡣษᅇ⟅ࠋࢇࡏࡲࡋ 
ͤ㸰 㓄Ⅼ⋡ࡣ入試問題グ㍕ࠋࡍࡲࡾ࠶࡚ࡋ 
 
࠙出題の意図・評価ポイントࠚ  
問題㸯の㈨ᩱᩥࡣ㸪「ᩥのཷᐜ」࣐࣮ࢸ࠺࠸㛵㐃ࡓࡋ㸪評ㄽᩥࡸ᪂⪺グ3 ࡿ࡞ࡽ ⦅

の᪥ᮏᩥ࡛ᵓᡂࢀࡉ㸪㧗ᰯ⏕の 2 ேࡀ㸪「᥈✲Ꮫ⩦」の୍⎔࡚ࡋ㸪ࢀࡒࢀࡑの㈨ᩱࢆ⌮ゎ࡚ࡋ

の㈨ᩱのෆᐜࢀࡒࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᙧᘧࡿࢀࡲྵࡀ࠸㸪問ヰᩥの୰ࡓࡋᐃࢆ⛬㐣ࡃ࠸

ᑐࡿࡍㄞゎຊ㸪3 ࡧࡼ࠾ ⦅のෆᐜࡓࡋྜ⼥ࢆ問題ᑐࡿࡍᛮ⪃ຊ㸪ไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ࡿࡵࡲ⾲⌧

ຊ➼ࠋࡿ ࢆ 
問題㸰㸪３㸪㸲ᩘࡣᏛのෆᐜの出題࡛㸪ᶆ‽ⓗ࡞問題の出題ࡾࡼᇶ♏㡯の⌮ゎ度ࡾ ࢆ㸪

ㄽドࡴ⤌ࡾྲྀᛮ⪃ຊࢆ問ࠋ࠺  
㸯  

問㸯 
ᶆ‽ⓗ࡞₎Ꮠの▱㆑ࢆ試ࡶࡍ㸪ᩥ⬦の⌮ゎ度ࠋࡿ ࢆ 

問㸰  
㈨ᩱ 1 の᪨ࢆ⌮ゎࡋ㸪ୗ⥺㒊օࢆไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ㄝ᫂ࡿࡍ問題ࠋㄞゎຊཬࡧ⾲⌧ຊࠋࡿ ࢆ  

問３  
㈨ᩱ 1 の᪨ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᣦᐃࡓࢀࡉㄒྃࢆㄝ࡛᫂࠼࠺ࡓࡋ㸪ୗ⥺㒊ֆの⌮⏤ࢆไ㝈Ꮠᩘෆ࡛

ㄝ᫂ࡿࡍ問題ࠋㄞゎຊཬࡧ⾲⌧ຊࠋࡿ ࢆ 
問㸲  

㈨ᩱ 2 の᪨ࢆ⌮ゎࡋ㸪ୗ⥺㒊ևࢆไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ㄝ᫂ࡿࡍ問題ࠋㄞゎຊཬࡧ⾲⌧ຊࠋࡿ ࢆ 
問㸳  
「ᩥのཷᐜ」࡚࠸ࡘの 3 ⦅の㈨ᩱࢆ㛵㐃࡙࡚ࡅ㸪ୗ⥺㒊ֈ㛵࡚ࡋのࢇࡉ࢝ࣖのุ

᩿のጇᙜᛶࢆㄝ᫂ࡿࡍ問題ࢀࡒࢀࡑࠋの㈨ᩱࢆ⌮ゎࡿࡍㄞゎຊ㸪㈨ᩱࢆ㛵㐃࡙ࡿ࠼⪄࡚ࡅᛮ

⪃ຊࡧࡼ࠾ไ㝈Ꮠᩘෆ࡛ࡿࡵࡲ⾲⌧ຊࠋࡿ ࢆ 
 
㸰 
㸰ḟ㛵ᩘ㛵ࡿࡍᇶᮏ㡯࡚࠸ࡘの⌮ゎ度ࠋࡿ ࢆ 

３ 
ᚤศἲ㛵ࡿࡍᇶᮏ㡯࡚࠸ࡘの⌮ゎ度ࠋࡿ ࢆ 

㸲  
 ࠋࡿ ࢆの⌮ゎ度࡚࠸ࡘᇶᮏ㡯ࡿࡍ㛵⋠☜
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※１ この『出題の意図・評価ポイント』についての質問，照会には一切回答しません。 

※２ 配点率は入試問題に記載してあります。 

 

 

【出題の意図・評価ポイント】 

問題は大問 3 題で構成し，それぞれの文章を読解する力，思考する力，および英語や

日本語で的確に表現する力を問う。 

 

 

１ 

 問題文は，美の概念について心理学的な視点で書かれた英文である。 

 

問 1 

 問題文中の下線部の内容を文脈から理解する力，与えられた英語の単語を用いてその  

内容を英語で思考し，制限語数内の英語で的確に記述する表現力を測る。  

 

問 2 

 個人的な美の概念と対比した普遍的な美的事象の存在に対する筆者の主張を読み取る 

力， および制限字数内の日本語で的確に説明する表現力を測る。 

 

問 3 

問題文の意味的なつながりについての理解力，および英語の基礎的な語彙力や構文の  

知識に基づき，美の概念に対する心理と社会的地位に対する心理に関する筆者の主張を

読み取り，日本語で的確に記述する表現力を測る。  

 

問 4 

 一般的な art と区別した筆者独自の用語である“Art”の意味を，問題文全体の包括的な

理解に基づき，制限字数内の日本語で的確に説明する表現力を測る。  

 

 

 

 

 

 

文系 総合問題Ⅱ 



 

２ 

 問題文は，在宅勤務に関する英文である。 

 

問１ 

 問題文の理解に基づき，在宅勤務の利点を日本語で簡潔に説明する表現力を測る。ま

た，すべての労働者に対して在宅勤務を課すと仮定した場合の問題点をみずから論理的

に考察する力，および日本語で的確に説明する表現力を測る。 

 

問２ 

 「すべての労働者は在宅勤務をすべきだ」という論題に対して，前問で列記した問題点

に基づいた反論を考え，論理的思考力および制限語数内の英語で的確に記述する表現力

を測る。  

 

 

３  

 問題文は，Sustainable Development Goals に関連する日本文と英文，およびそれに関し 

て交わされた日本語の会話文である。 

 

問 1 

 問題文を読んで，複数の文章を関連させて包括的に理解する力，意味的なつながりの

理解力，および日本語で的確に記述する表現力を測る。 

 

問 2 

 問題文を読んで，複数の文章を関連させて包括的に理解する力，意味的なつながりの

理解力，および制限語数内の英語で的確に記述する表現力を測る。 

 

問 3 

 提示された日本文の理解に基づき不完全な英文を完成させ，英語で的確に記述する表  

現力を測る。 

 

問 4 

就学以前の学びの重要性を記した英文の読解力，および制限字数内の日本語で的確に 

説明する表現力を測る。 

 

 

 

 

 


